全国手をつなぐ育成会連合会　全国大会神奈川大会　本人大会分科会「Ｂコース　はたらくトーク」参加報告

4月に施行された障害者差別解消法を受けて、身体障がいや精神障がいについても当事者から話を聴いてお互い理解を深めあおうという内容でした。これまでの本人大会は全国レベルでも、他の障がいの方が発表者として大会に参加されることは今まで無かったのではないかと思います。
まず当事者の発表で、身体障がいのある発表者より、車いすの生活になり就職内定を取り消されたこと、車の免許を取得する際に苦労した体験を話されました。また精神障がいのある発表者からは病気の発症と家族との関係、手帳取得から新しい生活、活動について発表がありました。会場からは、この両人に質問が集中し、特に印象に残っているのが、精神障害のある発表者に対して会場から「精神障がいを受容できるのにどれくらい時間がかかりましたか」という質問であった。「病気が発症してから手帳取得まで7年、手帳を取得したときに一生この障がいと付き合っていくことを実感した、今考えれば、その時が受容のときだったのだろう」というやり取りでした。知的障がいのある本人たちにとって理解の難しい障がいの理解や受容について意見交換があったことは非常に興味深いものでした。
その後、グループに分かれて「仕事の見つけ方、どこで働いているか」「仕事の楽しいことや悩み」「長く働き続けるためには」の３つのテーマで意見交換がありました。
仕事の見つけ方は、就労支援センターやハローワーク、支援学校からという答えがほとんどでした。どこで働いているかについては、一般企業やＡ型事業所が大半でしたが、これは全国大会が本人自身のみで参加される方が多いということが要因としてあると思われます。
楽しいことについては、職場で社員や仲間とお話をすること、お客さんや職員に褒められたり、お礼をいわれたりすることが嬉しいとの意見が多くあり、社会や職場の一員として認められる事が、仕事に対してのモチベーションになっているようでした。悩みについては、人間関係に関わることがほとんどで、同じ注意をされて怒られるけど何で怒られているかわからないという、使用者側が障がい特性を理解していないと思われる事例、店長から暴言を吐かれる、蹴られるといった明らかな虐待事例等から、派遣雇用の人やアジアからの労働者とのコミュニケーションが困難といった現代の雇用状況に係る事例等が上がっていました。
長く働き続けるためには、早く仕事に慣れるために努力する。助けてくれる人、相談できる人を作る。仕事を早く覚えられるように工夫する（メモをとる。マニュアルを覚える）周囲の助けもほしいが、まず自分自身が努力することが大事という内容の意見が多くありました。また障がい者の雇用に係る補助金が切れると自主退職をすすめられたケースも多く、理解のある職場を見つけることが長く勤めるための大前提であるとの意見もありました。
今回は、身体や精神の障がいのある方も参加されて討議内容も非常に興味深く良い大会に参加できたと思いました。
